
 

 

                           

   

昭
和
19

年
䣍
敦
賀
市
の
歩
兵
第

１
１
９
連
隊
に
あ
る
命
令
が
下
䣬

た
䣎
任
務
は
䣣
退
却
支
援
䣥
䣎
ビ

ル
マ
戦
線
で
壊
滅
状
態
に
あ
䣬
た

主
力
部
隊
を
救
出
せ
よ
と
い
う
も

の
だ
䣬
た
䣎 

味
方
の
盾
と
な
り
䣍
連
合
軍
の

追
撃
を
防
ぐ
第
１
１
９
連
隊
䣎
補

給
も
な
く
䣍
マ
ラ
リ
ア
や
赤
痢
な

ど
病
に
倒
れ
る
兵
士
も
続
出
し
た
䣎

第
１
１
９
連
隊
は
お
よ
そ
２
７
０

０
人
が
戦
死
䣎
生
存
者
は
１
０
０

０
人
に
も
満
た
な
か
䣬
た
䣎 

 

歩
兵
第
１
１
９
連
隊
は
䣍
大
日

本
帝
国
陸
軍
の
連
隊
の
ひ
と
つ
䣎

大
日
本
帝
国
陸
軍
は
明
治
４
年
か

ら
昭
和
20

年
ま
で
日
本
に
存
在
し

て
い
た
軍
隊
組
織
で
あ
る
䣎 

 

昭
和
20

年
７
月
12

日
深
夜
の

敦
賀
空
襲
は
䣍
日
本
海
側
の
都
市

と
し
て
最
初
の
も
の
だ
䣬
た
䣎
敦

賀
市
䥹
人
口
３
万
１
０
０
０
人
䥺

は
䣍
爆
撃
目
標
と
さ
れ
た
都
市
の

な
か
で
最
も
規
模
の
小
さ
い
市
だ

䣬
た
が
䣍
米
軍
の
䣓
作
戦
任
務
報

告
書
䣔
で
は
䣍
朝
鮮
と
の
３
大
定

期
連
絡
港
の
１
つ
で
あ
り
䣍
関
門

海
峡
の
機
雷
封
鎖
に
よ
䣬
て
日
本

海
航
路
の
重
要
性
が
高
ま
䣬
て
い

る
と
し
て
䣓
重
要
な
目
標
䣔
に
さ

れ
て
い
た
䣎 

 

当
日
の
敦
賀
市
の
天
候
は
戻
り

梅
雨
で
䣍
上
空
は
厚
い
雲
に
お
お

わ
れ
䣍
市
街
地
東
部
の
川
東
地
区

が
ま
ず
火
の
海
と
な
り
䣍
児
屋
川

と
旧
笙
ノ
川
に
は
さ
ま
れ
た
川
中

地
区
に
ひ
ろ
が
䣬
て
い
た
䣎
２
時

間
ほ
ど
の
爆
撃
で
䣍
市
内
の
全
戸

数
の
約
７
割
に
あ
た
る
４
１
１
９

戸
が
焼
失
し
䣍
１
万
９
０
０
０
人

の
市
民
が
家
を
失
䣬
た
䣎 

そ
の
後
敦
賀
市
に
は
䣍
小
規
模

だ
が
30

日
䣍
８
月
８
日
と
２
度
の

空
襲
に
あ
䣬
た
䣎
特
に
８
日
の
も

の
は
䣍
９
１
０
０
䥞
の
高
空
か
ら

昼
間
に
目
視
で
䣓
化
学
工
場
䣔䥹
実

際
に
は
東
洋
紡
績
敦
賀
工
場
䥺
を

標
的
と
し
て
投
下
し
た
原
子
爆
弾

の
模
擬
弾
で
あ
䣬
た
こ
と
が
䣍
の

ち
に
明
ら
か
に
な
䣬
た
䣎 

 

県
内
で
も
市
街
地
を
中
心
に
頻

繁
に
防
空
・
灯
火
管
制
の
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
た
が
䣍
大
規
模
な
都

敦賀空襲から８０年 
昭和２０年当時３万人以上が暮らしていた敦賀市は、空襲で家屋の７割を消

失。焼け野原と化し、敦賀駅から敦賀港まで一望できたという。 

古くから大陸や畿内を結ぶ港として知られてきた敦賀港。北陸自動車道は全線

開通から３０年を迎え、近畿・東海・北陸をつなぐ敦賀ＪＣＴ。昨春には待望

の北陸新幹線金沢―敦賀間が開業、発着駅としてにぎわいを見せる敦賀駅。 

日本海の“ヘソ”敦賀は、港湾都市として未来に向かって発展途上にある。 

Ｂ
29
が
敦
賀
を
襲
う 

昭和 20 年７月 12 日敦賀空襲で焼け野原と化す 

敦賀連隊史蹟碑  
（敦賀市・桜ヶ丘住宅団地） 
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